
ケ
ニ
「
ア
で
医
療
活
動

第
１
陣
き
ょ
う
出
発
タ
祀
駿

　
内
戦
功
激
化
で
飢
餓
や
伝
染
病
に
苦
し
む
ソ
マ
リ
ア
難
民
を
救
済
す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
岡

山
市
檄
津
、
菅
波
医
院
内
）
が
二
十
二
日
か
ら
一
年
間
、
医
師
を
ケ
ニ
ア
、
ジ
ブ
チ
に
交
代
で
派
遣
、
国
内
の
非
政
府
間
機
関

　
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
二
団
体
と
協
力
し
て
救
援
活
動
に
あ
た
る
。
・
第
一
陣
と
し
て
、
津
曲
兼
司
医
師
（
一
£
が
同
日
ケ
ニ
ア
ヘ
出
発
、
約

二
週
間
に
わ
た
っ
て
現
地
の
医
師
’
？
こ
診
療
に
あ
た
り
、
衛
生
状
態
な
ど
否
視
察
し
ｔ
今
後
の
活
動
方
針
を
立
て
る
。

ソ
マ
リ
ア
で
は
二
年
前
か
ら
や
略
奪
な
ど
も
起
き
て
い
る
？
る
ケ
ニ
ア
、

戦
が
続
き
、
部
族
間
の
抗
争

一
戦
火
を
逃
れ
た
難
民
は
隣
賢

一
ピ
ア
に
苧

ジ
ブ
チ
、
エ
チ
オ

人
に
上
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
マ
ラ
リ
ア
や
結

核
な
ど
が
流
行
、
干
ば
っ
で
井

戸
は
干
上
が
り
、
難
民
た
ち
は

枯
れ
木
で
作
『
っ
た
小
屋
で
生
活
。

す
ス
ｙ
な
ど
悲
惨
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
。
’

　
昨
年
十
［
月
、
静
岡
県
で
聞

か
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
集
会
で
、
ケ

ニ
ア
内
務
省
か
ら
救
援
を
依
頼

さ
れ
た
北
九
州
市
の
「
ア
フ
リ

カ
教
育
基
金
の
会
」
が
医
師
派

遣
を
提
案
。
駐
日
ジ
ブ
チ
大
使

か
ら
要
請
を
受
け
て
い
た
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
を
中
心
に
、
東
京
都
に
本

部
を
圖
く
「
立
正
佼
成
金
」
も

協
力
し
て
、
ヽ
ケ
ニ
ア
、
ジ
プ
チ

両
国
の
ソ
マ
刀
ア
難
民
の
救
援

に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
た
。

　
津
曲
医
師
は
両
団
体
か
ら
派

遣
さ
れ
る
七
人
と
と
も
に
、
難

民
一
万
八
千
人
の
生
活
す
る
ケ

ニ
タ
東
北
部
ソ
マ
リ
ア
国
境
の

開
設
す
る
。
現
地
を
視
察
し
た

あ
と
帰
国
七
、
年
末
ま
で
、
同

ｓ
‐
ｉ
=
ｌ
ｉ
&
Ｉ

～
～
Ｓ
４
．
１

医
師
を
含
め
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
師

四
人
か
交
代
で
診
療
活
動
を
進

め
る
。
ジ
プ
チ
ヘ
は
今
月
二
十

八
日
に
第
一
陣
が
出
発
、
二
十

人
以
上
の
医
師
が
参
加
す
る
。

　
わ
が
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ソ
マ
リ

ア
難
民
の
救
援
に
向
か
う
の
は

初
め
て
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
こ
れ
ま

で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
難
民
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ビ
ナ

ツ
ボ
火
山
被
災
民
の
診
療
に
医

師
を
派
遣
し
て
お
り
、
津
曲
医

師
は
「
貧
因
に
苦
し
む
国
に
貧

し
い
人
々
が
流
れ
込
む
と
い
う

窮
状
が
続
い
て
い
る
。
三
団
体

が
力
を
合
わ
せ
、
医
療
だ
け
に

と
ど
ま
う
な
い
総
合
的
な
貢
献

を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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